
青少年課

健全育成支援担当

2357

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B14
見えないチカラを伸ばし夢をつかむリアル体験事業費 総務費 県民費 青少年体験活動推進事業費

令和元年度～ 埼玉県青少年健全育成条例 宣言項目 06 次代を担う人財育成

分野施策 030621 豊かな心と健やかな体の育成

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △547 △547 4,453

現計額 5,000 5,000

令和元年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

青少年育成指
導費

事 業
期 間

根 拠
法 令令和 5年度

　次代を担う子供たちが本気で夢を実現するため、企業
や大学、ジュニア・アスポートや子ども食堂等と連携し
て、一流のプロフェッショナルが講師となりリアルな職
業体験を提供し、見えないチカラ（チャレンジ精神や創
造力、忍耐力等の非認知能力）を育成するとともに、貧
困の連鎖解消と夢の実現を支援する。
　また、新たな体験活動に取り組む企業を開拓・支援
し、体験創出と気運醸成を推進する。

（１）体験活動の実施　△547千円

（１）事業内容
　　　体験活動の実施　4,453千円　（当初　5,000千円）
　　　子供たちの非認知能力を育成するとともに、貧困の連鎖解消と夢の実現を支援するため、一流のプロフェッショナ
　　ルによるリアルな職業体験機会を提供する。

（２）事業計画
　　　・リアル体験教室　35教室　2,000人（企業と県の共同実施…生活困窮世帯の参加枠を設定）
　　　・リアル体験教室プレミア　3,000人（企業の単独実施（県支援））

（３）事業効果
　　　・生活困窮世帯の子供の参加者を増やすことで貧困の連鎖の解消の契機とする。
　　　・体験を通した「非認知能力」の育成とその重要性の県民への普及
　　　・一流のプロフェッショナルのリアルな職業体験による、夢をつかもうとする気持ちの発見・強化と行動変容
　　　・新たな体験活動に取り組む企業の創出と気運の醸成

（４）補正予算の概要
　　　事務費節減による減額

　（県10/10）

　9,500千円×1.5人＝14,250千円

補正後の
予算額

― 県民生活部 B14 ―
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